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①地震、津波等の災害に備えるための整備

【 達 成 状 況 】

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

〇

※この総括票については、計画年度終了時点における施設整備計画（計画を変更しているものについては、最終変更後の計画）
　に基づいた事後評価の結果を記入すること。
　また、その評価を行った施設整備計画を添付すること。

達成状況

耐震化率（％）

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

中学校

高等学校

特別支援学校

施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

学校区分
目標

幼稚園

小学校



【 所 見 】

③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

〇

【 所 見 】

④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

〇

【 所 見 】

板野東小学校の講堂屋根は、波形スレート（アスベスト含有建材）でありました。そして撤去工事を実施したことにより、老朽化による飛散は防止する
ことができました。これにより本町の全公立学校施設のアスベスト関連の除去工事は完了したこととなる。

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

板野中学校の浄化槽施設は、その全てを流域下水道に接続する工事を実施しました。これにより、中学校においてはトイレの悪臭の防止等、生活
環境や学習環境の改善が図られました。しかしながら、３幼稚園の建設計画においては、建設期間中の代替地確保の問題や建設予算の確保、さら
には建設計画における住民参画が充分に反映出来ていなかったので、建設計画を見直して再度適切な整備を図ります。

板野西部学校給食組合の解散に伴い、本町に新たな学校給食センターを建設しました。安心・安全な給食の提供を基本理念にして、地場産物の活
用率も高めた給食センターの整備が図られた。またドライシステムに対応し、食物アレルギーに配慮した施設で、児童生徒の食生活に関する正しい
理解と適切な判断力を養う事が出来る食育の中心的な施設として、活用していきます。

計画どおり実施できた。
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3 事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について

平成27年4月10日に本町の教育委員会の会議において、事後評価を実施した。

事後評価の時期及び方法について

　施設整備計画に計画していた事業については、一部を変更して実施できた。しかしながら幼稚園の園舎の耐震化又は建て替えについては、早急
に何らかの対応が必要なので、耐震診断を実施して計画的かつ効率的に事業を実施して行くこととする。


